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Absirad In Part n of白isessay， 1 wiU discuss Southw邑l1'sperilous mission activities. He 

experienced house search号sand long confinements before his own arrest and torrures. The pains 

inflicted by the Eiizabethan authorities are also the pains of the Pelican組 dthe Phenix in rus 

poem， "Christs bloody sweat." In contrast with the Protestant theology of pain by the Japanese 

theologi阻， Kitarnori， the collective body as well as血eindividual body of the Catholic faithful 

C姐 be仕組smut邑dto吋.hebody of Christ" both through the Roman Catholic Mass and through 

their martyrdom. 

IV.英国宣教における「神の痛みJ

サウスウェルは、イエズス会入会以来の念願であっ

た英国宣教の命を受け、ガーネットと共に10年ぶり

に帰国する。 NuttaUの統計によると、エリザベス1

t立の暗殺とカトリック体制の復活を策したパピント

ン陰謀事件(1586年)、翌年のメアリ・ステュアート

処刑、 1588年のスペイン無敵艦隊敗退を経て、 1591

年までの時期に、カトリック殉教者を最も多く出し

たという。具体的な数字を挙げると、 1588年に31名、

1591年に15名と、 1586年から1591年までの間に総

計86名のカトリックが処刑された。 I

学生にとって苦痛が大きく、学寮内のイエズス会入

会志願者を優遇するなどの不満の種がくすぶってお

り、守主満は特にサウスウェルが責任者を務めていた

イエズス会の信心会、 theSolidality of the Blessed 

Virginl;::6集中していた。既に学寮を離れていた

Owen Lewisf立、これら学寮内の不満分子と共に、

英国政府のFrancisWalsinghamと結託し、大陸にお

けるカトリック勢力の動向を英留に流していたので

ある。 7ローマ英国学寮には、英国のスパイも侵入し

ており、このうちの一人で後に作家となるAnthony

Mundayf立、ローマ英国学寮の生活をTheEnglish 

RomのmeL砕に寄いている。
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これは丁度、サウスウェルが英国宣教活動をしてい

た6年間と重なる。 10年ぶりの帰国で、英語能力もま

だまだ十分でなく、 2英国事情にもさほど明るくない

彼は、当初、日常会話の話題にも図ったという。 3サ

ウスウェルには、英国宣教当初から裏切りと死の影

カfつきまとう。

当時ローマ英国学寮では、イエス‘ス会の厳しい規律

のため、 4オックスフォードの自由な雰囲気に鑓れた

愛知工業大学基礎教育系(豊田市)

さて、このように外からの敵と内からの敵に取り囲

まれていたサウスウヱルは、 1586年7月7日(O.S.)翠

トマス・ベケットの祝日に英国に上接、 8その2日後

の早朝、初めてロンドンに足を踏み入れたサウスウヱ

ルが曙の光で最初に見たのは、ロンドン橋に晒され

た処刑者の首だったという。 9サウスウェJレの英国到

着は、学寮遼営をめぐる反発分子のスパイを通じて

既にエリザベスの側近、ウォルシンガムの知るとこ

ろとなっていたというのであるから、 10サウスウェル

がどんな危険に身を投じたのか、推察できょう。
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このように英国政府まで巻き込んだ策謀の網をくぐ

りつつ送る宣教生活は、故国を長く離れ、言禁の不

自由さをかかえたサウスウェルにとって、 「生きな

がらの死」とも感じられたに違いない。サウスウェ

ルの長編詩『聖ペトロの嘆き』には、以下のような

スタンザがある。

Ah life the maze of coutlesse straying wayes， 

Open to err泊gsteps， and strow'd with baites， 

Towindew伺 kesenses into endlesse strayes， 

Aloofe from vertues rough unbeaten 蛇 aightes.

A flower， a play， a blast， a shade， a dreame; 

A living death， a never turning stre創ne.ll

ロンドンにはカトリック地下組織の拠点が縫っか点

在しており、 12夜間に人目を忍んで司牧活動をしてい

たサウスウェルは、文字どおり尾行に追跡されてロ

ンドンを遺回することもあった筈である.このスタ

ンザに見られる「迷路Jのイメージには、サウスウェ

ルの実体験の片鱗がのぞいているように思われる。

詩編第5章9節にある「主よ、恵みの御業のうちに、

わたしを導き、まっすぐにあなたの道を歩ませて下

さい』という、サウスウェルの祈りが聞こえてくる

ようだ. r彼らの口は正しいことを語らず‘苦は滑

らかで、喉lま開いた墓、腹は滅びの淵J(同5章10節)

だからである.

さて話しを先に戻そう.入国後まだ1箇月もたたな

い1586年8月には、前述のパピントン陰謀事件が発

覚する。圏内カトリックへの弾圧が強化される中、

サウスウェルは‘イエズス会総長アクアヴィーヴア

へ、既に英国で宣教活動をしていた先躍のイエズス

会士で、入国後は、園内カトリックの活動方法等を

サウスウェルに指導していたWill加nWestonが同8

月に逮捕された13ことを知らせている。書簡中、同様

の危険が圏内の他の宣教育祭遣にも及んでおり、彼

とて例外でなかったことを以下の様に記す.事件が

起きたのは、同年11月14日早朝、 LordVauxの館で

サウスウェルがミサを挙げている時、家宅捜索に遭

遇したのである。 14

Twice 1 was in extreme danger. The 

pursuivants were raging all around， and 

seeking me in也巴 veryhouse where 1 was 

lodged. 1 heard them threatening and breaking 

woodwork and sounding the walls to fmd 

hiding places; yet， by God's goodness， after 

four hours' search they found me not， though 

separated from them only by aぬinpartition 

rather than a wall. Of a加lththe house was in 

such sort watched for many凶ghtstogether 

that 1 perforce slept in my clothes in a veη 

strait， uncomfortable place. In this wise， while 

we are yet free， we ar巴trainedto bear 

confinement. Yet in the midst of perils it is 

marvellous how good God is， and how 

bountiful of His comforts， insomuch白紙

danger itself growe也 sweet.1S

カトリックの屋敷を家宅捜索する宮患は、司祭やミ

サの祭具が隠されている場所を探す際、家具を引き

倒し、壁紙を引き裂いたり、内壁を破犠などして、

構造物の内側に隠された空間は無いか、邸内を隈な

く捜索する。嵐のように来聾してきた官憲が荒々し

く叩く壁の音が聞こえてくる生々しい描写だが、 『聖

ペトロの嘆き』の以下のスタンザに描かれた、身体

を遣い上がる戦標的な死の恐怖は‘ priest-holelこ隠

れたサウスウェルにも経験されたに濃いない.

Ah， whither was forgotten love exilede? 

Where did血e佐uethof pledged promise 

sleepe? 

What in my thoughtes begat也isongly childe， 

That could through rented soule thus fiercely 

creepe? 

o viper fear， their death by whome thou livest， 

All good出yruynes wrecke， all evels thou 

givest.16 

このようして既に拘留されているウエストンの苦し

みを、サウスウェルはまだ自由の身にあって知った

訳だが、サウスウェルが家宅捜索で経験した痛みは

これだけではない.彼は次第に英国カトリック共同

体と共に痛むことを知っていく。上述のアクアヴィ

ーヴァ宛て書簡の続きを引用しよう.

They have taken not on1y priests in great 

number， but also certain noble ladies with their 

servants and maids， and committed them to 
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prison. The tim巴thatI wa8 sought for they led 

off two of the serv姐 t8;one of whom， bec呂use

he would not attend th串 conventiclesof the 

heretics， th日ycruelly beat and forced hirn by 

day with great toil to tum the treadn首IIa10ng 

with vagabonds and the like， and to lie at night 

on the ground， without bed， mattress or 

coverlet; neither could he obtain that food or 

bed or cloth自sshould be supplied him by his 

friends. After this 80rt is he afflicted even to 

this day， by whose means 1 have escaped.17 

幾百にも及ぶ捜索にもかかわらず、司祭やカトリッ

タ礼拝の証拠が見つからない場合には、屋敷の使用

人を拘引して、拷問等の手段を使い司祭の所在を尋

問するのは当時よくあったことらしい。吉田も指摘

するように『壁ペトロの嘆き』の以下のスタンずに

は、諮り手が身の危険を切迫に感じていたことが表

れているという。 18引用部分の前半には、弟子たち

との最後の娩餐の後、イエスがペト口の離反を予告

する場面で、ペトロが自らの信仰を告白する「主よ、

御一緒なら、$:に入っても死んでもよいと覚悟して

おりますJ(Jレカ22:33)や、 「あなたのためなら命

を捨てますJ (ヨハネ13:37)が残響しており、これ

らはそのまま、サウスウェルの独自ともなっている。

イエズス会修練時代から、茶園宣教を望み、殉教を

も嫌わない覚情であったサウスウェルにとって、自

らが追手を逃れた代償に、体に障害を残して戻って

きた使用人の痛ましい姿は、ペトロの裏切りにも等

しいものと思われたに違いない匂

The bome-blind beggar for received sight， 

Fast in his faith and love， to Christ remain'd: 

He stouped to no feare， he fear'd no might: 

No change， his choyce: no threates his truth 

distain'd. 

One wonder wrought him in his duety sure: 

1 after thousands， did my Lord abjure. 

Die: Die: disloyall wretch thy life detest: 

For saving thine， thou hast forswome the best. 

Ah life， sweete drop， drwond up a sea of 

80明lers，

A flying good， posting to doubtfull end:19 

第83行の、 "Die:Die"で始まる[d]音の頭績は、麟慨

に響くような震く、不気味なリズムを構成し、カト

リックの屋敷を急襲する官憲がたたく壁の音や、1IIJ

吏が撮り下ろす鈍器のように切迫した習がする。こ

うした死のイメージが続くなか、生きることへの渇

望を象徴却するかのような雫の一瞬のきらめきに、ま

だ20代のサウスウェルの若い命の輝きが反映してい

て痛ましい。

サウスウェルiふこのように官震の張り巡らす網

をくぐ、って、ロンドン局辺のカトリッタのために、

ミサや告解などの胃牧活動を続ける他、処刑される

カトリックに最期の許しの秘跡を与えるために、人

ごみをかき分けて処罰IJ場に赴いたという。 21こうして

十代の頃から伝え聞き、黙想し続けた殉教の残酷さ

を彼は繰り返し萄撃することになるのである。

さで、 1588年スペイン無敵艦隊敗退の後、大規模

なカトリック処刑が行われる。一年間に31名もの殉

教者を出したことは既に述べたが、サウスウェルも

記しているように、敵国スペインへの憎悪が国内カ

トリックに向けられることになったのだ。 22当時の模

様については、各地の港が封鎖されている上、こう

した記録を自宅に保管しておく危険性のために、残っ

ている記録は断片的なものだというが、お処刑された

司祭や信者の中には、サウスウェルと共に活動した

同志が沢山いた筈である。エ4教皐の国王廃位権や、教

皇軍が侵攻してきた場合には、どちら側に味方する

のかという、 "BloodyQuestions"25rこついて、拷問

を使った取り翻べが益々強化されることになる。

更に1590年4月6目、長年エリザベスの側近であっ

たウォルシンガムが没すると、急速に台頭してきた

のが、RichardTopcliffeであり、約6年の間、独裁

的権力を行使する。ウォルシンガムと並びエリザベ

ス政権を支えてきたセシルは、長老主義の台頭を恐

れる女王が、最も嫌っていたピューリタン的傾向を

持っていたがために、宗教政策に関して、女王は設

も信頼できる協力者がいなかったからである。 26トッ

プクリフは、 Bridewell監獄を中心!こ、カトリック司

祭、信徒に対して、国家安寧を脅かす政治犯に対し

て従来使用されてきたものより残酷な拷問を考案し

て、カトリック弾圧はここに、その苛酷さを極めた

のである。幻

サウスウェルもトップクリフの拷問がいかに苛酷な

55 
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ものかをよく伝え聞いていたようである。アクアヴィ

ーヴァ宛ての書簡中、 1590年3月4Bに殉教したカト

リック司祭、 ChristopherBaylesについて報告する

際、 トップクリフの拷問を説明しているからである。

どんな尋問にも自分がカトリック司祭であり、キリ

ストの飼いに鳴を呼び戻すために渡英したのであっ

て、ほかのどんな窓図も持っていないとしか、答え

なかったと記している。沼アクアヴィーヴァに宛てた

問書簡では、この司祭と閉じ自に処刑された殉教者

の血lこ"dew"という言葉を使っている点注目したい.

Then theh阻 gman，with hands alI bloody with 

血isbutchery血 dqu制 :ering，hastens to 

ano也erstreet [Smi也field]，to execute a 

layman， a man of probity， who had ben 

condemned to die for comfor出 gpriests，姐d

giving them alms. '" Homer was the m組、
name; and he gained the palm of victory with 

as great constancy鎚也eother. With these 

spring-showers， as it were， the field of the 

Church was to be watered， that the tender 

pl阻 tmight吋oicein such dew-drops. 29 

"Christs bloody sweat"第1スタンザで描写された

「自然」の恵みの雫は、先程引用した『聖ペトロの

嘆き』で、サウスウェルの切なく若い命の輝きを映

し出すばかりでなく、ここに見られるように、殉教

者の血の雫をも象徴する。 r苦しみ、犠牲、死がす

べて天にまかれる種j初であるとするなら、地の薗を

濡らす春の優しい雨は、無垢で柔らかい復活の命を

育む.この雫はまた、鶏の鳴くのを簡いて、イエス

の悲しみと慈しみに触れたペテロの改唆の涙であり、

「望みなきまでに破れ果てたJ31この世の痛みを包む

神の「恩恵」の雫でもある。

さて、迫害はその手を休めることがない。 1591年

10丹、各州、各都市、各港にカトリックを取り締ま

るCommissioner:を設置するという内容の

Proclamatio胡 t発布される。 32これを受けたサウス

ウェルは、 AnHumble Supplication to Her 

Maiestieを執筆するが、伺パンフレット中、カトリッ

クに対して使用された梼問の描写が含まれていたた

めに、トップクリフの捜索はいよいよ最終段階を迎

えることになる。サウスウヱルは、冒頭、 t:r:王に対

する呼びかけの後、訴えの客観性を損なわないよう

人称代名調の"they"を使って問胞カトリックが忍ん

でいる迫害を列準し‘カトリック弾圧を黙認する女

王に今度は直接、 "yourMaiesties"と二人称を使っ

て問いかける。彼女こそが、 "theonly shoot-ank.er 

of our last hopes"であると、カトリック共同体とし

ての「我々」の嘆願を始めるのである。 33

.. because without vn佐uthor Iniury we cannot 

answere， we are soe vnmercifully tormented， 

.. and when the soule， weary of soe painful an 

harbour， is ready to depart， they apply Cruell 

Comforts， and reviue vs， only to Marかrvs

more deaths; …Some are whipped naked soe 

long and with such excesse，… Some， besides 

their tortures， haue bene forced to lie 

continually booted and Cloathed m岨 yweekes

together; pined in也eirdiett， Consumed with 

vermyne， and almost stifeled with stench. 

Some haue bene watched and kept from 

sleepe， till they were past the vse of reason， 

阻 d也enexamined vpon the advantage， when 

they coul d sc訂celygiue ac∞mpt of their owne 

names. ... Divers hau巴benethrowne泊to

vnsavourie and dark dungeons， and brought 

soe n閃 restarvinge，也atsome for famine haue 

licked the very moisture of the walls; 34 

厳しい袴問で苦痛に満ちた身体を鳴が離れるかと恩っ

た瞬間に、刑]I!はその手を休め、カトリックは生き

ながらの殉教を繰り返す。当時収監されていたカト

リック司祭、信徒の惨状については、 McGrathと

RoweQ)研究が詳しいが‘獄中で餓死したり、囚人の

排せつ物の悪臭や悪疫で死亡した者もいた。 35サウス

ウェルのこの妃述は、当時の記録からもその信葱憶

を確認することができるが、彼の指摘通り、拷荷に

よる取り調べで得られた自白の事実性もさることな

がら、拷問自体が被鍵者に罪状を自白させる目的と

いうよりは、情報収集の目的で使用されたため、 36当

局者の推論次第で、どんなに歪んだ結論をも導き出

され得るとなれば、狭いカトリック共同体で、友人

が友人を、肉親が肉親を告発するという悲劇が繰り

返されることにもなるのである。 37こうした共同体の

「痛み」について、 『神の痛みの神学』の著者であ

る、北森嘉蔵は以下のように述べる。



サウスウェル

痛みの中にある隣人に対して我々が自己の痛みと

同じ切実さをももって愛を注ぎ得るのは、その隣

人と我々自身とを共に含めて神の痛みの中に措定

する鱒である.則ち「キリストに於ける一つの体」

(エペソ書3.6参照)となる時である。…痛める

隣人が神の痛みの中に含まれており、我々もまた

神の痛みの中に含まれておるが故に、神の痛みに

おいて隣人と我々は一つに速なり、隣人の痛みは

我々自身の痛みと問機の切実さをもって感じ得ら

れるのである。 38

サウスウェJレもまた神の痛みの中に含まれているが

故に、神の痛みにおいてカトリック同胞と彼は一つ

に連なり、彼等の痛みは彼自身の痛みと同様の切実

さをもって感じ得られるのである.当時のイエズス

会は、女王に対して"sacred"という形容詞を使うこ

とを禁止しているにもかかわらず、嘆願中、サウス

ウェルはこれを6固も使用して、大陸カトリックの強

硬な論調とは異なる響きを持たせているのは、 39外圧

により迫害が益々悪化していることを、身をもって

経験している彼にとって、大陸カトリックとはまた

追った視点で、同胞の痛みの切実さを感じていたか

らではないだろうか。隣人と彼自身の痛みを共に捧

げて、引き裂かれた世界を自らの痛みで包む神に委

ねていたのである. r神の痛みJが現実の痛みに内

在的となっている咽ことを知っている人、サウスウェ

ルは更に、このように引き裂かれた世界の原因を以

下のように述べる。ここで現れる無事の民の血もま

た、 "Christsbloody sweat"の第2スタンザのペリカ

ンのイメージと共通しており、当該詩のペリカンが‘

受難のキリストを象徴すると同時に、迫害され殉教

するカトリックをも表していることが分る。

It is not possible to expresse in words the 

continuall hell we suffer by the merci1es 

searching and storming of Pursevants and 

such needy Officers， that Care not by whose 

fall they rise， not having四 ydeserts or other 

degrees to Clymbe to the height of their 

Ambition， but the punishments and p泊nesof 

poore Catholiques. They water their fortunes 

with the showers olour tenderest vaines， and 

build their howses wi白血eruynes of ours， 

tempering the morter of白eirfoundations wi出

our lnnocent bloud They …by displanting of 

our offspring adopt themselues to be heires of 

ourL姐 ds，.... And not contented with our 

wealth， they prosecu旬 ourlives， neuer 

thinking their possession sure， till th'assurance 

be sea1ed with our death: 41 

エリザベスがプロテスタント国教体制を確立して以

来、自宅に司祭を匿まい、ミサを中心に屋敷の使用

人等を含めたカトリックの小共同体を維持していた

のは、ジエントリー以よの富裕層であったために、

これら家族の財産をrecus阻 cy(国教忌避)のかどで没

収することで生計をたてる、トップクリフをはじめ

とする"pursuivants"やスパイが沢山存在した.彼等

は人格の点でも、才能の点でもそれにふさわしいも

のを持たず、他人を破滅に陥れて、野心の梯子で権

力の座に遣い上がろうとする.これはサウスウェル

の実家の没落をはじめ、彼の逮捕をめぐるカトリッ

タ一族の悲劇の原因ともなり、サウスウェルも共同

体の痛みの中へ、否応無しに引きずりこまれてゆく。

さて、こういった有力カトリックのうちに改宗し

たBellamy家があったが、この家の娘、 Anne(立、

57 

Bridewellの独房に監禁されていた折、トップリフに

強姦、妊娠させられる.42家族の安全を条件に、彼女

はサウスウェルを裏切り、トップクリフに引き渡す

工作に協力するが、この約束は守られず‘彼女はトッ

プクリフの部下であったNicholasJonesと結婚させ

られて、この男がベラミーの家督を継ぐことになる。

43Humble Supplication'で描かれた悲劇がそのままの

形でベラミ一家を襲ったことになるのだ。後の公判

で、唯一証言台に立ってサウスウェルを告発するこ

とになるアン44は、アンと彼女の家族を守るために、

自分が司祭であること、そして自分の名前さえ明か

さずにトップクリフの拷問に耐えた45この司祭の瞳の

奥に、人間の罪のために「望みなさまでに破れ果て」

た世界の痛みを包む、キリストのまなざしが映って

いるのを見なかっただろうか。

V.キリストに倣いて

Humble Supplicationの執筆後‘アンの手引きでベ

ラミ一家を訪問した際、サウスウェルはついに当局
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に遼補される。 1592年6月26目(0.8.)のことである。

46トップタリフの自宅で拷問された後、 Gatehouse監

獄に、 471592年7月25日(0.5.)(こは、ロンドン塔へ移

されて、以後約3年間独麗に収監されることになるa

48以下は拷問による尋問内容であるが、既に述べた擦

に、サウスウヱルは、自分が逮捕された屋敷の主、

ベラミー一族の安全のために黙秘を還し、自分の名

前さえ明かさない。入国前の立法で司祭を覆った信

徒にも護課が科せられていたからである。持関によ

る自白から引き出す歪幽された推論がどのような結

果をもたらすのかよく知っていた彼は、セントポー

ルに行ったことがあるかどうか、などといった質問

にさえ、答えなかったという。当時英国宣教の情報

拠点として活動していたRichardVersteganがサウ

スウェルについて報告する望書簡から引用してみよう。

ここでもアレンが糾弾してやまない、推論を勝手に

積み上げて犯罪を建造しようとする当局の恐ろしさ

が伝えられている。

.. there [at Topclif's own house in 

Wes位ninster]he hath exceedingly torment吋

him at four several times，… demanding of 

him whether he were not a Jesuit & whether 

his name were not Southwell， whether he were 

not employ吋 therefor the Pope and King of 

Spain. The Father refused to answer to any 

thing， saying that if he should tell them 

anything at all， yet would they not leaue to 

torment him to know more: yea to know more 

than himself did know. Whereupon one of the 

exむninerdid ask him whether he would 

confess yf巴verhe had been to Pauls岡 The

Father answered that he would not confess 

that neither， because he could confesse 

nothing unto them but they would still inj汝

further matter upon it， and se巴kto getfrom 

him more than he knew.49 

3度の否認の後、復活のキリストに出逢ったペテロが、

キリストへの愛を信仰告白した際、 「私の羊を飼い

なさいj (ヨハネ21:17)と牧者としての務めを委ね

られているのと同様に、サウスウェルもこの務めに

忠実に黙秘を続け、望みなきまでに破れ果てた世界

の「痛みJを包む神の愛を証しする。ヨハネ同箇所

はすぐ次に、ペテロの殉教を予告しているが、サウ

スウェルもまた委ねられた牧者の務めを果たした上

l誌、神の愛に殉教することが要求されるのを知って

いただろう。このように頑なに黙秘するサウスウェ

ルに対しトップクリフの袴悶はますます残酷になっ

ていく。次に引用するのは、公判の際に明らかになっ

た、拷問使用をめぐるサウスウェルの糾関と、 トッ

プクリフの言い逃れである。 F.Sはサウスウェル、

Toplifl立トップクリフの供述である。

F.S.: "1 am decayed in memorie with long and 

close imprisonment， 阻d1 haue bene 

tortured ten times. 1 had rather haue indured 

ten executions. 1 speak not this for my self， 

but for others; that they may not be handled so 

inhumanelie， to driue men to desperation， if it 

weir possible." 

Toplif: "If he weir rackt， let me die for it." 

F.S.: "No: but it wa8 as evill a Torture， of late 

devise." 

Toplif: "1 did but set him against a wall.'剖

Humble Supplicationで彼が"Martyrvs more 

deaths"と表現した、極限にまで引き伸ばされ繰り返

される袴聞のため、サウスウェルは記憶力まで衰え

たと言うが、彼の受けた拷聞は、キリストの十字架

刑と本質的に同じ苦痛であるという。 511594年春に

逮捕され、同年4月にロンドン塔に移送されたイエズ

ス会士で、サウスウェルの親友で、もあったJohn

Gerar樹立‘彼と同じ拷問を受けたが、 10月に脱走、

後年その体験を書き残している。

But 1 could hardly utter the words， such a 

gripping pain came over me. It was worst in 

my chest and belly， my hands and aπns. All 

the blood in my body seemed to rush up into 

my arms and hands and 1 thought that blood 

was oozing out from the ends of my fingers 

and the pores of my skin …The pain was 80 

intense that 1 thought 1 could not possibly 

endure it. Seeing my agony and the struggle 

going on in my mind， He gave me this most 

merciful thought: the utmost叩 dworst they 

can do to you is to kill you， 組dyou have often 
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wanted to giv邑yourIife for your Lord God. 

The Lord God sees a11 you are enduring -H巴

C組 doall things. Y ou are in God's keeping. 

With these thoughts， God in His infinite 

goodness田 dmercyg且veme the grace of 

r臼 ignation，組d，with a desire to die組 da

hope (1 admit) th旦t1 would， 1 offered Him 

myself to do with me as He wished. From that 

moment th告conflictin my soul ceased， and 

even the physical pain seem邑dmuchmore

bearable than before， though 1 am sure it must， 

in fact， have been greater with the growing 

strain and wearin日S8ofmy body.52 

これは正に、 "Christsbloody sweat"第2スタンザで

描写された不死鳥の官erypaines"であると言ってよ

い。またある時、業を煮やしたトップクリフは、こ

の拷問にさらに激しい苦痛を加えたために、サウス

ウェルは内臓損傷のために大量吐血し、泊以後、大き

な声を上げられなくなったという。 54ペリカンの苦し

みである。こうして、サウスウヱルの身体の上にも、

不死鳥とペリカンの痛みが結び付けられて、あとは

聖霊の愛の火で「積み薪」が燃え上がり、木と石の

肉体を続き尽くすばかりである。ウィリアム・セシ

ルの息子、 RobertCecilは、サウスウェルの鍔聞を

目撃した一人であるが、彼の様子が"asdump as a 

位己etrunk，，55であったと語っている。これを伝えるガ

ーネットには、メアリ・スチュアートの処刑後執筆

した"Deceaserelease"の一節が、獄中に横たわるサ

ウスウェルの身体に重なって見えたに違いない。

THE pounded spice both tast皿 dsent doth 

please， 

In fading smoke the force doth incense shewe， 

The perisht kernell springeth with encrease， 

The lopped tree doth best and soones growe. 

Gods spice 1 was and pounding was my due， 

In fadinge breath my incense savored best， 

Death was the m巴anemy kymell to renewe， 

By loppinge shott 1 upp to heavenly rest.56 

ガラテヤ第2章には、 「わたしは、キリストと共に十

字架につけられています。生きているのは、もはや

わたしではありません。キリストがわたしの内に生

きておられるのです。わたしが今、肉において生き

ているのは、わたしを愛し、わたしのために身を献

げられた神の子に対する信仰によるものです。 j ( 

19-2領官)とあるが、獄中で自分の汚物にまみれ、切

り倒された幹のように横たわるサウスウェルに、こ

の襲警の言鍵がそのまま当てはまる。だが、どうし

て、このように過酷な運命を課す神に、愛されてい

ると確信することができるのだろうか。サウスウェ

ルの引き裂かれた身体と魂を支えたキリストの愛と

は一体何なのだろうかと、我々は思わずにはいられ

ない。

強烈な痛みは、苦しむ人から、過去も未来も抹殺

する。今この瞬間の苦痛が、その人にとっての全て

であり、強烈な痛みとともに、その人を「現在」に

閉じ込めてしまう。サウスウェルのいう"the

continual hell"とは、無限に連続した「現在」であっ

て、痛み自身の無意味さとともに、その人を徹底的

な隷属に落としめてしまう。しかし、と北森は以下

のように述べる。

我々の痛みは、神の痛みに奉仕する時、かえって

真実に癒されるのである。主のためにおのが十字

架を負い主のために己が生命を失う者に対して、

己が生命を得べきことを主は約束し給うた。…我身

人隠の痛みはそれ自体としては単なる閣であり無

意義であり非生産的である。…即ち神は彼御自身

の痛みへの証として我々の痛みをば奉仕せしめん

とし絵もうたのである。神が彼御自身の痛みを我々

人間に伝え示そうとし給もう時には、彼は我々の

人間の痛みを通さずしてはこれを示したまわない

のである。神は彼御自身の痛みへの証として我々

の痛みを用い給うのである。…我々の痛みが神の

痛みへの証として奉仕するに至る時、我々の痛み

は光に化せしめられ‘意義を獲得し、生産的とな

るのである。…神の痛みが我々の痛みを癒す時、

それは既に痛みの領域を突破せる愛、即ち「神の

痛みに基礎づけられし愛Jである。一人間の世界

に起こる一切の痛みは、それが神の痛みに奉仕す

るものとならない限り、無意味にして実りなきも

のである。 57

簡であり無意義であり非生産的な痛みの領域が、我々

を「現在」に閉じ込める時、 「神の痛みに基礎づけ
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られた愛」のみがこの現在を突き破り、神の「永遠」

の領域に我々を招き入れる。痛みのうちに「神の愛J

を感じることができるのは、罪で損なわれてしまっ

た人間に対する愛のために、キリストが菌らの身体

性をもって、痛みの極限までをも経験し、最も無意

味な死や痛みにさえ、新しい意義を与えることがで

きたのを知っているからである。

カトリックロミサに於ける実体変化を否定する北

森の『神の摘みの神学』は、蒲みを担う身体性の点

で、サウスウェルのカトリック信仰と祖返する。し

かしいずれも「神の痛み」に奉仕する入閣の原型と

して、創世記第22章のアブラハムによるイサクの犠

牲に言及している点、が共通している。サウスウェル

に於いては、痛みを捧げる人間の身体性と、受難の

キリストの身体性が、重量変化をうけたパンとぶどう

溜に現存する、 「キリストの体Jを介して、直接一

致するのである。

ロンドン塔移ってからのすウスウェルは、それ以

降は拷問を受けなかったというが、 1593年4月、獄

中からロパート・セシルに宛てた絶量産の醤簡に(~，

いつ怒ってくるかもしれない拷問の恐怖がいかに彼

を奇いなんだかを物語っている。

And though my body trembled and my tears 

bewrayed gri記fthrough the hOITor and 

expectation of my pむnfulagonies (a thing 

incident unto Christ himself) yet as 1 hope it 

will ever prove， no force enforced me to the 

least offense.58 

ベラミー一族が塁走に鎖中にあることを知ったサウ

スウェルは、もはや自分の身分を隠す必警もなくな

り、カトリック司祭であることを明らかにして、-

~Jも早い処刑を望む。 "a short reprieval were but a 

longer martydom"59であるからである。度重なる拷

問とその恐怖に苛まれる獄中生活は"Christsbloody 

sweat"の再現に他ならず、丁度アブラハムが息子イ

サクを、犠牲として捧げる「積み薪」としたように、

サウスウェルもまた、拷問で木の斡や石のように麻

揮した身体を「神の痛みJに奉仕させ、自らを「焼

き尽くす捧げものJとして奉献する。獄中生活にお

いて彼の脳裏にあったのは、自らが書いた音寺"Christs

bloody sweat"だったのかもしれない。トップクリフ

の拷問に耐えた後、サウスウェルが唯一書き残した

当番喜簡と、この誌を繋ぐのは、引用中にある"fuel"な

のである。

1 have here sent you昌 sharpswordヲ yetas 1 

suppose， well sheathed -…If it shall please 

you to draw and to use it， the hand th昌ts邑ntit 

hath a heart to endure it， if a heart 80 free from 

i1I meaning to阻 y，and 80 full of good wishes 

ωYourHonourヲmustneeds C(酔rup all loves 

in a bloody sacr担ceand yield it poor self呂sa

chief portion of the host. If 1 were bom in 

芭ff，邑ctto try the lot wmch was thr四 t担n皐dto 

lsaac， but not int号nded，here 1 have begun 

with on邑partof his office， which was to 

Cむrythe Juel wherein himself was to be the 

oblation.田

"Christs bloody sweat"で"amasse of fleshe and 

blood"がキリストの体として翠変化したのと同機、

サウスウェルの身体も犠牲の"host"(ホスチア)と

して変容されて「神の痛みに基礎づけられた愛」を

証ししたのである@上記引用部分l立、彼が自らの詩

"Christs bloody sweat"を改めて註解したものと解

釈することもできるだろう。この書簡を受け取った

セシルl立、 "ifhelonged for hanging 80 much， he 

might obtain it soon enough"と語ったと言われる

が、 61サウスウェルのこの願いもすぐには聞き入れら

れず、彼は長引く殉教にあと2年苦しむこととなる。

1595年2月18日(O.S.)、サウスウェルは、公平IJのた

めにニューゲート監獄へ移送、 621595年2月28日夕イ

バーンで処刑される。静かな死であったという。処

刑後、ロンドン績に首を、ロンドンの4つの門に切

断された四肢が隠されて臼彼の英国宣教は幕を閉じる。

サウスウェルが誇った神の愛は、書くことを許され

なかった獄中生活では、サウスワェル自身の「身体」

に蓄かれて成就したのであり、また、彼の詩は、カ

トリック殉教者の言行録とともに、迫害を忍ぶカト

リック共同体に読み継がれて、痛みを分かち合う共

同体の「身体」にも刻まれて、生きられ、 「神の痛

みに基礎づけられた愛Jを証ししたのであるといえ

よう。
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